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はじめに 

臺 信一郎 

 

毎年 1 年を振り返ってまとめているこの夜回り準備会の報告書も 7 冊目になりました。野宿

している人をとりまく状況は変化していきますし、「どんな問題があったか」「どんな変化があっ

たか」などを毎年報告書の形で直接参加できない人にも知ってもらおうと始まったのですが、今

年はメンバーが夜回り準備会の活動外で経験したことも交えて、少し違った角度からも考えられ

る内容になったのではと思います。 

 

今年度を振り返ってみて、この夜回りでの活動内、活動外ともに「いろんなことがあったなあ」

というのが正直な感想です。2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の被災地の様子は、当時海外に

いた自分にとって、信じられないというか何が起こっているか理解できないものでした。でも被

害の凄まじさと同時にショックだったのは、神戸に戻ってから大学の友達に話を聞くと、「まあ

こっちは関係ないけどね」という反応をする人もいたことです。その後実際に被災地に行ったり

もしたのですが、そこで仮設住宅に入った人が孤立する、という問題がありました。そしてそれ

は、野宿をしている人が生活保護を受けて居宅に移ったときに起こりうることでもあります。被

災地で起きている問題はすごく身近なところにもあるのに、一過性のもののように関心が薄れて

いっているように感じます。YWCA の夜回り準備会の活動が、阪神・淡路大震災の救援活動の

なかから始まった、というのは過去の報告書ですでに書かれていることですが、今回の震災は自

分の活動の原点を見直す機会にもなりました。 

 

この報告書は「活動内でのできごと」で夜回り準備会の活動で出会った人のこと、起こった出

来事、それからアルコール依存症について報告します。 

「活動を通して感じたこと」でハラスメントや原発労働者、夜回りの活動外で会う野宿してい

る人のことについて、「メンバーのその他の活動」で被災地でのことやイギリスでの教育費削減

反対デモについて、「参加者感想」が主な内容です。ハラスメントやアルコール依存症の問題は

継続的なテーマですが、私たちがとても大事だと感じている問題で、これからもみんなで考えて

いきたいです。私たちにもまだ良くわからないこと、どう対応していいか当惑していることがあ

ります。記事を読みながらみなさんにも一緒に考えてもらえたら、また感想や意見を寄せていた

だけると幸いです。 
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【表紙解説】「いぢわるベンチ」 

最近、当たり前のように見かける仕切りつきベンチ。昔はこんな仕切りはありませんでした。人

が横になることを阻む、鉄の棒。「人にやさしい・人がやさしいユニバーサル社会の実現をめざす」

と謳っている神戸市にはいたるところにいぢわるなデザインがあふれています。（なべたに画） 
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1．活動内での出来事 

1－1、全体の概要 

西野 和 

ここでは 2010年 7月～2011年 6月までの活動、夜

回り・病院訪問を含む全体の概要をまとめます（神

戸市のもののみ 2011年 8月分を使用）。 

①�  神戸市全体では 

神戸市では、「神戸市ホームレスの自立の支援等に

関する実施計画」に基づき、野宿者対策の根拠とし

て実態把握をするために、毎年ホームレス一斉調査

を行っています。2011 年度も 8 月 25 日(木)20～22

時に実施されました。その結果、総数は 117名(男性

114名、女性 3名)となっています。 

区 東灘 灘 中央 兵庫 北 長田 須磨 垂水 西

男性 4 5 78 6 0 9 6 5 1

女性 1 2

 1999 年以前に行われた市の調査の結果は、野宿者

支援をしている側の実感を下回っていたため独自の

調査が必要だと考え、1999年から、年に 1度 7月始

めに一定の日時を決めて、市内で夜回りしているい

くつかのグループが一斉に野宿している人の数を調

査しています。これを「一斉夜回り」と言います。

神戸 YWCA は灘・東灘区を担当しています(取りまと

め「神戸の冬を支える会」)。 

近年の一斉夜回りと神戸市の調査の結果は右上の

グラフのようになっています。 

一斉夜回りを始めた頃は市の調査と大きな差が有

りましたが最近ではあまり差はなく、いずれの調査

でも数は減っています。2011年度の一斉夜回りの結

果はまだ出ていませんが、2011年度も 2010年度とあ

まり数は変わらないと思われます。 
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② 夜回り活動記録  

表:夜回り参加人数と出会った人数（2010．7～2011．

6） 

月日 参加者 訪問先 出会った人数 

7/10 8 20 10 

7/31 7 19 7 

8/14 4 15 6 

8/28 7 19 7 

9/11 3 12 9 

9/25 6 16 8 

10/9 7 21 10 

10/23 5 18 12 

11/13 5 18 5 

11/27 3 14 9 

12/11 7 17 7 

12/25 3 15 7 

1/8 5 17 8 

1/22 7 18 8 

2/12 4 13 8 

2/26 6 15 7 

3/12 7 18 7 

3/26 6 17 5 

4/9 5 15 5 

4/23 5 16 8 

5/14 3 13 7 

5/28 5 13 7 

6/11 4 15 7 
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6/25 6 12 5 

 私達の夜回りの結果は表のようになっています。

出会った人数は、少し増減はしますが大きくは変わ

りません。人数としては変わりませんが、居宅に移

った人、新しく出会う人があり会う人は変わってい

っています。また、活動のなかで新しく会う人、新

しい人を見たという情報も多くあります。野宿して

いる人の数は減ってきていますが、一方で新しく野

宿になる人もいるということだと思われます。 

 

③ 病院訪問のこと 

病院訪問は 2000年頃から始めており、現在は週一

回木曜日の午後に訪問を続けていますが、最近はあ

まり会う人はいません。 

そもそも野宿の人が入院した時には、医療費が支

払われ生活保護を受けられている状態です。しかし、

退院した途端に打ち切られ、野宿の状態に戻ってし

まうということがあります。お見舞いと、退院した

人が、また野宿しなくて済むように、その後も生活

保護を受け続けられるようにと始めたのが病院訪問

です。また、訪問をつづけているうちに、私たちが

これまで会っていた人以外にも「退院したあと帰る

家がない」といった人がいることが分かり、そうい

った人たちの訪問もしています。 

しかし最近は、国の方針で入院できる病床数が減

っていること等があり、あまり会う人がいません。

また、更生センターもその病院をあまり紹介しなく

なったのかもしれません。 

 

 

     

④ 居宅に移った人、新しく出会った人 

 私達が日ごろ訪問していて、この間に居宅に移っ

た人は 2名です。1名は、直接アパートの大家さんに

声をかけられ、居宅へ移ったあと、生活保護の申請

をしました。もう 1 名は救急車で運ばれ入院、その

後居宅で保護を受けることになりました。また、病

院訪問でも 1名居宅へ移った人がいます。 

一方で新しく会うようになったのは 3人です。 

1人は 2010年 7月の一斉夜回りで新しく出会った

人です。以前野宿している人がいた所なのですが、

フェンスで囲まれ入れなくなっていました。そして

最近そのフェンスに入口ができ、入れるようになっ

たため一斉夜回りの機会に回ったところ、そこで出

会いました。しばらく前から暮らしているそうで、

その後もずっと夜回りで回っています。 

もう 1 人は、もともと夜回りで訪問していた人の

古くからの友人で、そのすぐ隣で生活を始めたとい

うことで夜回りに行ったときに紹介されました。違

う場所にいたが、そこに人の出入りが多くなったの

で居づらくなりここに移動してきたということです。 

 最後の 1 人は、夜回りの最中に会った人です。い

つもそこで寝ているわけではなく、仕事中にたまた

ま休憩しているところに出会い、それからは毎回そ

の場所で会うようになりました。一定の場所をあま

り持たず、仕事の都合や別の団体がしている夜回り

の日などに合わせて移動しながら暮らしているよう

です。 

 



5 

 

1－2、できごと 

築山 麻里子                     

◆野田さん 

病院訪問で度々会っていた野田さんが、手術を受

けることになった。その時入院していた病院では、

手術を受けるには同意書が必要だと言われた。私た

ちに書いてほしいと頼まれたのだが、親族がいるこ

とがわかっていたので、親族に連絡をとってもらう

よう頼んだ。医療事故が起こった場合、親族に対し

て責任がとれないので私たちがサインするというこ

とができなかった。親族と連絡はとれたものの同意

書が得られず、手術が受けられない状態となった。

その後、ケースワーカー(CW)がかけあってくれ、本

人の同意書のみで手術が受けられる病院へ短期入院

し、無事手術を受けることができた。1人暮らしの人

が増えている社会で、親族の同意を得るということ

が現実的でなくなっていると感じる。 

     

 

◆丹波さん 

私たちが夜回りで会っていた丹波さんが、11 月末

に体調不良で救急搬送され入院した。本人から連絡

を受け、翌日病院を訪問した。丹波さんは居宅保護

を受けたいと希望していた。搬送された病院は、急

性期病院(緊急・重症な状態にある患者に対して高度

で専門的な医療を提供する病院)で在院日数がとに

かく短く、生活保護申請と部屋探しの手続きを急い

ですることになった。丹波さんが入院した翌々日、

病院のメディカルソーシャルワーカー(MSW：患者が

抱える病気以外の問題について、社会福祉の側面か

ら援助する)から東灘福祉事務所に保護申請を出し

たという連絡を受けた。私たちは、東灘福祉事務所

に電話し、保護決定前に退院になった場合でも手続

きが中断されないように、要請した。退院しても、

家が決まるまで更生センターで寝泊まり（待機）で

きるようになど、とにかく保護が切れないように対

応してもらうことも考えての電話だ。翌日訪問する

と、生活保護面接員の CWと病院 MSWと丹波さんの 3

人で話し合う場があったと聞いた。それを受けて私

たちは丹波さんと話し、部屋やトイレなどは共同で

ないことや、年内には入居したいという丹波さんの

思いを聞いた。CWに敷金を出してほしいと話すこと

や、敷金が出てからでないと借りられない場合と、

出ることが確認できれば事前に入居できる場合とが

あることを伝えた。 

翌日、丹波さんのもとに東灘の担当 CWが初訪問し

た。敷金は出せる方向だが早くても 12 月 24 日にな

ると言われた。入院 7 日目、丹波さんとアパートの

下見をし、本人も納得して部屋を決めた。福祉事務

所に電話し、経過を伝え、布団や家具什器費、保護

決定までの貸付金などの話をした。翌日、丹波さん

から電話があり、昨日契約書を作成したこと、退院

が 2 日後の昼になったこと、退院後 CW が 12 月の家

賃と 2万円の貸付金を持ってきてくれること、礼金・

布団代・家具什器費は保護決定後になることを聞い

た。また、東灘から灘へ保護変更をしなければいけ

ないことも聞いた。そして入院から 10日後、丹波さ

んは退院した。 

入院すると必然的に医療保護を受けている状態に

なるので、この機会に支援ができると居宅保護を受

けやすい。しかし、通常保護申請から決定には 1 カ

月くらいかかるので、短い入院期間の中で、病院の

MSW、東灘の CW、アパートの大家さんと連絡を取り合

いながら保護申請と部屋探しをしたので、とにかく
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急がないといけない。帰る家のある人なら、入院が

短くてもいいだろうが、家が無い人には酷である。

丹波さんは自分が野宿していた場所で保護決定を待

ってもいいと言ったが、今の神戸市の対応ではそれ

は許されない。 

 

◆越年でのセーファー・スペース 

2009年度の報告書でも書いたが、YWCA夜回り準備

会のメンバーが、炊き出しの場で体を触られる、そ

の後周囲の人に二次被害を受ける、ということがあ

った。この問題は、神戸の越年実行委員会でも取り

上げられ、話し合いを続けてきた。その後、翌年の

炊き出しでは何か嫌なことがあったら声をあげてい

い、つらくなったら逃げることもできる、というメ

ッセージとともにセーファー・スペースという取り

組みを持った。また、2010 年の寄せ場交流会が神戸

で行われた時には、この問題について実行委員会で

何らかのアクションをしようと話し合いを重ね、全

体会で呼びかけるという行動も起こしてきた。この

問題提起は、2011 年に行われた寄せ場交流会＠京都

でも、引き続き行われた。 

そして、2010 年度の越年越冬炊き出しでは、現実

にセーファー・スペースのブースを使用する出来事

が起こった。その出来事については継続して話し合

いができておらず、取り組もうとする人が限られて

しまうという現実があった。しかし、今回の出来事

でもセーファー・スペースという取り組みが必要と

されていることを強く感じ、そして実際に何かが起

こらないようにセーファー・スペースという取り組

みがあることを発信することが大事だと、改めて感

じた。今後この問題にどう取り組んでいくか大きな

課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】セーファー・スペースとは？ 

日本語に直訳すると、「より安全な空間」。具体的

な場所というよりは、絶対「安全」（safe）な場所

はないが、できるだけ、「より安全」（safer）な、

空間をそこにいる人みんなでつくっていこう、と

いうような考え方を指す。日本には 2008年北海道

での反 G8サミットのときに持ち込まれたようだ。

そこでこの取り組みを経験した人たちが各地の運

動現場に持ち帰って試行錯誤しながら行ってい

る。ただそれまでも、名づけられてはいないが、

関西の運動現場では、やはり性暴力や差別事件が

起こっていたことを問題視し、取り組まれたいく

つかの同じような試みがあったということを確認

している。 

  

【参考】 

＊「セーファー・スペース」のこころみ 

――問うこと・問われること・支援することに開かれた運

動の場を求めて（2010 年 8月発行パンフ） 

＊フェミニスト＋クイア ユニット（反 G8＠2008 北海道

で行われた取り組みのサイト） 

http://femqueerunit.wordpress.com/ 

 

『＜より＞安全な空間とは何かについての５項目 

FLARE in the Void (For Liberation, Autonomy, 

Resistance, Exodus) 編集の This is a Safer Spaces 

policy 2007年版より。 

 

1. 他者の身体的、精神的、感情的領域／境界を尊重する。 

2. 他者の領域／境界を触れる、あるいは横切る前に必ず

はっきりとした口頭の同意を得る。 

3. 全ての人の意見、信仰（精神的、身体的その他、存在

の異なるありよう、そして異なる見解を尊重する。 

4. 自らの行動とそれが他者に及ぼす影響に責任を持つ。 

5. 自らの安全に責任を取り必要なら支援を求める。』 

（上記参考パンフ＆ウェブより引用） 

http://femqueerunit.wordpress.com/
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◆秋元さん 

1 月ごろに病院訪問で旧知の秋元さんに出会った。

入院になったときには、すでに足が悪く寝たきり状

態になっていた。独り言が多く、他の患者さんやそ

の家族にとやかく言うので、大部屋からナースステ

ーションの横の部屋に移されていたり、看護師長に

「見舞いに来るなら、即刻引き取ってくれ」と私た

ちが怒鳴られたこともあった。そんな様子だったの

で、私たちは今後どうしていくか悩んでいた。3月初

めごろ、いつものように病院を訪問すると、秋元さ

んが昨晩急激な腹痛で別の病院に緊急入院したと聞

かされた。急いでその病院に向かうと、医師から「脱

水症状で血流が滞っていて末梢まで届いていない。

腸、肝、腎がやられている。透析をしたいけど、導

尿により細菌が感染し敗血症を起こし、多臓器不全

まで進行している。もう長くはないので、CW と話し

延命治療はしないことになっている。」と説明された。

私たちは明日も見舞うことにして、その日は帰るこ

とにした。翌日、見舞いに行くと、ナースステーシ

ョンで「昨晩亡くなられた」と聞かされた。身寄り

は妹さんだけだが、入院されているとのことだった

ので、私たちを含め関わった数名で翌日、お別れを

した。 

秋元さんは、転院したけど手遅れで亡くなられた。

病院という環境にいたにも関わらず、秋元さんの状

態が手遅れになるほど悪化していたので、病院の治

療や対応に不信感を抱かずにはいられなかった。ま

た、葬儀会社の対応にも不信感を抱いた。葬儀につ

いて生活保護課は「保護を受けている場合、保護費

の葬祭扶助、総額で（死亡診断書の費用なども含め

て）212770円出る。読経や供花も、範囲内で使える。」

と説明している。しかし、今回の葬儀会社はコスト

を安く済ませようとしたのか、私たちが電話をした

り葬儀に人が行かないと供花を出してくれなかった。

こちらから強く言わないと対応してくれない。身寄

りがない人に対しても誠実な対応をしてほしい。 

 

◆梅田さん 

家族と関係が悪いので、アパートを借りてひとり

で暮らしたいという相談を、梅田さんより受けた。

部屋探しを手伝い、部屋の見つかった地域の福祉事

務所で生活保護の相談をすることにした。しかし、

大手の不動産屋になればなるほど保証会社が必須だ

ったり、収入が無く生活保護を申請する前の状態だ

と難しかったり、大家さんに断られたり、すんなり

とは借りることができなかった。近年、部屋探しは

ますます難しくなっていると感じる。 

     

 

◆山上さん 

 山上さんは、市営住宅に住んでいたが、妄想によ

り「隣室の人が天井裏を通って部屋に入って、物を

盗む」と思い、壁をたたいて怒鳴ったところ、近隣

の人とトラブルになって、市の住宅局の人が 6 人で

やってきて、出るように言われた。妄想を抱えなが

ら暮らしているなど、このように近隣とトラブルに

なることは高齢化社会では増えるだろう。近所も困

るだろうが、本人も出て行く先がないので困ってし

まう。市は単に追い出すだけでなく、トラブルの原

因を考え対応していくべきだと思う。 
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◆林田さん 

 私たちが夜回りで会っていた林田さんが、逮捕さ

れるというが出来事があった。5月初め、林田さんは

コンビニでお酒を万引きし現行犯逮捕された。数日

後弁護士から電話をもらい、私たちの知ることとな

った。すぐに面会しようとしたが、夜間・土・日・

祝日が駄目で、さらに急だと行っても会えないこと

もあるそうなので、警察に前もって電話予約し、拘

留より 10日ほど経ってやっと面会できた。林田さん

は、以前にも軽犯罪法違反（立ち小便）で 1 ヶ月く

らい拘置されたことや、器物損壊で執行猶予つきの

判決を受けたことがあった。すでにアルコールでい

ろいろ問題を起こしているので、出られたとしても、

アルコール依存症の治療などにつながらないと、ま

た同じようなことになるのではないか、などアルコ

ールの問題についてと、この先のことについて林田

さんと話した。 

5月中頃に起訴が確定し、拘置所に移った。その後、

公判の日程が決まり、神戸簡易裁判所にて行われる

こととなった。数日後、弁護士と打ち合わせし、ア

ルコール依存症の問題を少しでも分かってもらえる

ように相談した。何度か林田さんに面会に行き話を

したが、生活保護やアルコールの治療などこの先の

ことについて、林田さんの気もちが分からないとこ

ろもあった。弁護士と再度打ち合わせをし、公判に

臨んだ。私たちのメンバーの 1 人が情状証人となっ

た。翌週の判決の結果、罰金 20 万の求刑となった。

そして、林田さんは 40日間すでに勾留されていたの

で、その未決日数分を 1日 5000円に換算し相当額を

参入すると、判決日当日出所できることになった。

林田さんは、1度更生センターに医療、生保、断酒な

どについて相談に行き、医者に診てもらい、しばら

くそこで生活することになった。翌日、更生センタ

ーに行き林田さんと話し、CW には林田さんの話をよ

く聞いてほしいと頼んで帰った。あとで CWから電話

を受け、「医療を最初にし、その他は本人の希望を聞

きながら進める。」とのことだった。裁判証言ではア

ルコール依存症についても話したが、判決の内容に

はそのことには触れられておらず、依存症と犯罪が

どのようにつながっているかは伝わらなかったよう

に思う。懲罰を与えるだけでなく、治療につながる

ような判決ができるようにならないものだろうかと

思う。 

 

◆火事のこと 

前  前年度の報告書にも書いたが、昨年 8 月にＨＡＴ 

Ａ 神戸で、野宿者を狙った襲撃事件があった。同じ時

期 期に私たちが夜回りしている範囲でも、テントの 

の 火事が 2件あった。そして、2011年に入ってからも、 

も 私たちが夜回りしている場所でまた火事が 2 件あ 

あ った。1件は、神戸新聞によると、神戸市灘区のＪＲ 

Ｒ 高架下から出火し、銅線や布団等約 1 平方メートル 

ル を焼いたと報道されていた。 

もう 1 件は、新聞記事にこそならなかったが、テ

ントは焼け荷物はバラバラに散乱しており、辺りの

木の葉も焼かれた熱で茶色くなっていたほどだった。

2 か所とも私たちの知り合いが暮らしている場所で、

その時はたまたま誰もいなかったが、人がいる時だ

ったら大変なことになっていた。人が住んでいる所

に火を付けることはすごく重大なことなのに、調べ

にも来ないし記事にもならない。そのことが野宿し

ている人への偏見を如実に表していると思う。 
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◆御影さん 

 病院訪問で出会った御影さんは、退院後生活保護

を受けアパートで暮らしていた。本人から車いすで 1

人暮らしをしていくのはもうしんどいという相談を

受け、「一人暮らしは難しいから施設に入りたい」と

いう本人の希望を担当 CWに相談してみた。CWは、「車

いすでも暮らしやすい低い土地に引っ越し、介護認

定をしてヘルパーもきている。障害者地域生活支援

センターや病院をいくつも紹介した。御影さんは去

年何度も救急搬送されているので、しんどくなった

ら近い病院に行くようにも伝えてある。地域生活し

てもらわなあかん。」と言う。また、「私たちは事務

屋だから」とも言われ、私たちとしてはこの言葉が

気になった。御影さんの不満は解決できそうなこと

もあったが、御影さんの状況や思いがよくわからず、

私たちにはどんな支援ができるかわからなかった。 

     

 

◆更生センターの CWの話 

更生のCWの話を聞く会を開いた。その話によると、

更生センターの処遇が居宅に繋がることもやるよう

になってきた。居宅保護も、3階の施設に入れという

だけでなく、その先居宅という選択肢も考えるよう

になった。更生は、従来より利用しやすくなったよ

うだ。入所時に、センターに入れば、退所して居宅

になるとき敷金支給ができ、就労するときにも、敷

金や、家具什器費、就労支度金など出せること、あ

るいは、住まいを決めて福祉事務所で保護申請でき

ることなどを説明している、ということだった。 

※「できごと」文中の人物名はすべて仮名です。 

1－3．アルコール依存症は病気だ 

築山 麻里子 

私たちは、活動の中で、アルコール依存症ではな

いかと思われるような人に時々出会います。その度

に、本人もその周りの人たちも、アルコール依存症

が病気だということを理解してないように感じるこ

とがありました。ここでは、私たちが出会った人と

いうことで、野宿している人を例で取り上げていま

すが、アルコール依存症とは、生活が破綻した人や

野宿している人のみを指しているのではありません。

日常生活に問題もなく社会的に活躍しているように

見えても、アルコール依存症を抱えている人はいま

す。アルコール依存症は、誰もがなりうる病気です。 

 

A さんは、アルコール依存症とは別の病気で入院

した時がありました。A さんは、入院中にお酒を飲

むと退院させられるとわかっていたのですが、飲ん

でしまいました。そして、強制的に病院を出されま

した。また B さんは、飲みたいという強い願望に駆

られ、お酒を万引きし、逮捕されてしまいました。

夜回り中でも、酔って暴言を吐いたり、別人のよう

になったりする人に会うこともありました。このよ

うな行動は、アルコール依存症という病気の結果と

して起こっています。病気ということは、本人の頑

張りではどうしようもなく、治療を必要としていま

す。しかし、A さんの場合、明らかな異常行動が見

られているにも関わらず、病院ではアルコール依存

症の治療は行われませんでした。それどころか、入

院目的である病気の治療すら受けられないまま病院

から追い出されました。B さんの場合も、逮捕後の

裁判では、お酒の万引きはアルコール依存症という

病気が引き起こしているという内容は考慮されず、

拘置所を出た後の対応についても治療につながるよ
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うな配慮はありませんでした。このような周囲の反

応が当たり前のように存在すると思います。社会で

は、アルコール依存症は自分で何とかするものとし

て扱われ、病気だということ、治療しなければいけ

ないものだという認識が少ないように感じます。 

 

  

 

では、アルコール依存症とはどんな病気なのか。

アルコール依存症は、アルコール（厳密に言えば、

お酒の主成分であるエチルアルコール）のもつ依存

性によって発病する病気で、薬物依存の一つです。

アルコール依存症とは、飲酒量を自分でコントロー

ルできなくなる症状をいいます。私たちは、体調の

悪い時はお酒の量を減らしたり、祝い事ではお酒の

量を増やしたりと、お酒との自由な付き合いを保つ

ことができます。しかし、この中から、夕食時にお

酒が無いと淋しいと感じたり、イライラした時には

一杯飲まないと気が済まない状態にまで進む人がい

ます。そして、事情が許す限りお酒を手に入れよう

とします。これを、「精神依存」が形成された状態と

いいます。これには、お酒の量だけではなく、体質

などの個人差があります。さらに進むと、肝臓を悪

くして入退院を繰り返したり、仕事の遅刻・早退・

欠勤が目立ってきたり、家庭内で問題が生じてきた

りといったアルコール関連障害が出てきます。そし

て、失敗が続くと、本人はお酒の飲み方を変えたい

と思うようになります。しかし、飲み方を変えたく

ても、変えること自体が体の変調をもたらし「アル

コール離脱症状＊」が現れます。これを、「身体依存」

が形成された状態といいます。アルコール離脱症状

を恐れて、症状を引き起こさないようにお酒を飲み

続けてしまう人も少なくないそうです。身体依存が

みられると、アルコール依存症と診断されます。ま

た、アルコールは「耐性」を形成します。「耐性」と

は、同じ量のアルコールを続けて摂取しているうち

に、その効果が弱まり、これまでと同じような酔い

を得るにはより多くのアルコールが必要になる状態

です。つまり、アルコール依存症は、「精神依存」と

「身体依存」、「耐性」から成り、その主症状は、こ

の辺でやめておこうと思ってもブレーキが効かない

という「飲酒量を自分でコントロール出来なくなる

症状」をいいます。 

 

アルコール依存症の治療は、医療的なサポートが

受けられる環境で、断酒を行い、継続することです。

しかし、アルコール依存症は、現状では 82 万人いる

と報告（平成 15 年）されていますが、そのうちアル

コール依存症として治療されているのはわずか 2 万

人前後です。治療へのつながりにくさは、社会の価

値観が少なからず影響しているように思います。私

たちの社会は、お酒の CM や広告が多く出回り、祝

い事ではお酒を飲み、飲酒を善しとする文化があり

ます。また、お酒を飲むと物事が円滑に進むとか、

本音が語れるとされていること、何か起こっても「飲

んでいたからしょうがない」と済まされてしまうこ

とがあると思います。お酒の良さを伝えることが多

い社会で、お酒を飲むことが病気だと認識すること

は確かに難しいと思います。しかし、今のままでは

アルコール依存症を抱える人は、医療や福祉、社会

の外へ追いやられ、一人で苦しむしか道がなくなり



11 

 

ます。アルコール依存症を抱える人が、適切に治療

につながることができ、病気を管理し健康な人々と

同じように自分の人生を過ごせるようになる（これ

を「回復する」と言う）には、本人や周りの人たち

の、アルコール依存症は病気だという認識が重要で

す。私たちも、まだまだ知らないことが多く勉強中

ですが、アルコール依存症が病気だという認識が、

社会に広まってほしいと願っています。 

 

＊アルコール離脱症状…眠れない／怒りっぽくなる

／けいれんを起こす／動悸がする・血圧が高い・不

整脈がある／疲れやすい／幻覚を見る／指先が震え

るなど 

 

【参考文献】 

＊アルコール依存症に関する12章／斎藤学／有斐閣

新書 1986年 

＊よくわかるアルコール依存症－その正体と治し方

－／森岡洋／白揚社 2002年 

【参考 web】 

＊アルコール依存症（鹿児島県精神衛生センター） 

http://synapse.ne.jp/~sein/T/T01.htm 

 

 

 

 

 

 

 

2．活動を通して感じたこと 

2－1．運動の中のハラスメント 

鍋谷 美子 

——Ａさんは活動にかかわりだして何年もたつ、熱

心に参加しているメンバーの一人だった。ある日私

は、Ｂさんからちょっと話したいと言われた。Ａさ

んがしんどい。酒の席で、酔ってものすごい罵倒を

される。いやになる、と。少しして、活動のメーリ

ングリスト（ＭＬ）上でＡさんが、一緒に活動する

Ｃさんの行動を咎めたうえ、「自分で処理する自信が

ないことを勝手に決めてはいけません」とその行動

を‘たしなめた’。一緒に活動しているメンバーに、

まるで先生のような言い方で。実際はＣさんはＡさ

ん含む何人かのメンバーに相談した上での行動をし

ていたので、他のメンバーが、「Ｃさんが勝手に決め

て行動したわけではない」と説明し、あの言い方は

おかしいのでＭＬ上で謝るよう促すと、「本人には謝

った」と言ってそのままにされた。 

 その前後から、活動のあり方についての不満や嘆

きのようなものを、誰かへの返信の中に混ぜてメー

ル上で表明されるようなことが増えていた。しかし

直接、会議などでは話しては来ない。Ａさん自身が

いらいらだけしている。まわりはＡさんが話しにく

くなっているのを感じる。さらに、あるメンバーと

の決定的なメールのやり合いが起こる。Ａさんが深

夜にお酒を飲んで執拗にメールを書くという状況だ

ったので、それは絶対にやめて、話し合いの場をつ

くるからそれまで、とくにメールではやりとりしな

いでほしい、と頼んでも、「分かった」と言うがまた

「ついうっかり」書いてしまうという状況。これは

自分でそういう行動をコントロールできないのでは

ないかと思い、アルコールも含めどこかで相談した

http://synapse.ne.jp/~sein/T/T01.htm
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方がいいのではないか、と提案したりもした。 

 Ａさんの言い方、やり方はおかしいよね、と何人

かで集まったときに話になり、さらにそのことで困

っている人が会の活動外でも身近にいるという話に

なった。その何人かとも話す機会があり、聞いてみ

ると、事態は思っていたより深刻なのだと感じた。

Ａさんは、相手が何かをできないということを理由

に罵倒することが多く、その対象は個人で、かつ後

輩などＡさんが自分より立場が下だと見なした人に

向かっていた。何人もに話を聞いていくと、以前か

ら、酒を飲み、深夜に何時間も電話で罵倒されたり、

何人もいる場で相手を罵ったり、泣くまで追及され

るなどがあったことが分かった。ただ、その頃罵倒

されていた人たちがそのことを問題として出すこと

はできなかった。お酒の席でそれが起こっていると

いうことで、お酒のせいにされていたということも

ある。しかし、「あの人はそういう人だから、しょう

がない」で済ませてしまう周りの意識が、そのこと

が問題とされない土壌作りに役立っていた。周りの

すべての人が、その土壌をつくっていた一員だった。 

 

 その後活動のやりかたに対する見解の違いもある

ことが分かり、しかもそれは野宿している人の健康

にかかわる、そして不利益になるようなことだった。

これは事態が深刻だとＭＬ上ではなく、話し合いの

場を設定して、何度も話し合った。そこでＡさんは

自分がしたことについては謝るのだが、それには自

分をそうさせた相手の言動がある、ということを必

ず言うのだった。悪いのは本当は、自分に暴力的言

動をさせた相手なのだと。 

 また、その過程でも話し合いの場以外の個人攻撃

はやまず、学生を利用してスパイのようなことをさ

れたりしたこともあった。話し合いが通じず、あま

りにも会の活動に支障があると判断し、最終的には

第三者に同席してもらって話し合いのうえ、退会し

てもらうことになった。その後も、会の活動以外の

場で会への「うらみつらみ」について会のメンバー

に告げたり、自分を攻撃するならやってみろ、全力

で闘う、などとこちらが何も言っていないのにわざ

わざ直接脅してくることもあった。会としてではな

く、個人としての関係で話し合おうと思っていた人

も、怖さと不信で関係自体がつくれなくなっていっ

た。良い関係とはほど遠いものが、間に残ったまま

の状態だ。 

    ＊   ＊   ＊ 

 これは一つの小さな会で起こった一時点のことを

切り取ったものだ。こういう状態をどう考えたらい

いのか、といろいろ調べてみると、「モラルハラスメ

ント」という概念に行きついた。それはＡさんの言

動にことごとくあてはまると思われた。こういう話

をすると、他の活動現場やその周辺からも、同じよ

うなことが起こっている、と声があがる。攻撃はや

りやすい相手を選んだ差別集中的なものであり、周

囲にはその人が誰かを攻撃しているとは分からない。

それは腕力や目に見える傷の残る暴力ではなく、電

話やメール、個人間でのやりとりの中で行われ、言

葉で相手を傷つけるという形を取る。話し合いをし

ようとしても、拒否されたり開き直られることもあ

る。行為を謝りはするが、原因は相手にあるのだと

言われることもある。そして、被害者は孤立したり、

その現場を去ってしまった後に事態が気づかれるこ

ともある。 

        

 人の痛みに気づくことはすごく難しい。しんどい

思いをしている人が、そこかしこに、やっぱりすご

くいる。しかも気づかれず。だからこそ、気づいた
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人が、声をあげてこの問題をきちんと表に出し、取

り組んでいきたいと思う。問題を表に出すことによ

って、さらに攻撃が酷くなることもあるが、出して

しまうことで、同じ思いを持った他のなかまとつな

がれることがある。このことを報告書に文章にして

載せるのも、そういう行為だと思っている。きっと

ここで書いたことは、特殊な人の特殊なことではな

い。もっと普遍性のある、学校や、サークル、職場、

家庭——日常のそこかしこで起こっていることだと

思う。みなさんもぜひ周りを見渡してほしい。あま

り発言できていない人がいないか。その人は誰かか

ら強くものを言われていないか。いつの間にかその

場を去っている人がいないか……。 

 

 もう一つ、運動の中で起こるハラスメントだから

こその困難もあるのではないか。「運動」ってなにか。

この社会のこのしくみはおかしいぞと思って人が集

まり、行動する。大きな権力に対して、声をあげて

いったり、実際に抗議活動をしたり。そこに集まる

人たちは、そのことがすごく大事だと思っているか

らこそ参加するのであり、その中で起こったつらい

ことに関しては自分のしんどさより、運動（と、そ

れでよくしたい社会）を優先させてしまうのではな

いか。それは嫌なことがあっても、そこからなかな

か逃げようとしないことも意味する。と、同時に、

周りの人間は、同じような意識を持って集まったな

かまの中に、暴力的コミュニケーションをする人が

いるということが受け入れがたいのではないだろう

か。実際には個人にハラスメントをしていたとして

も、その人が関わっている活動が社会一般的には「善

いこと」「正義」だったり、しかもその運動をひっぱ

っている立場の人だった場合には、さらに周りはそ

の人を擁護してしまうだろう。原因は、被害を受け

た側にある、と言ってしまうこともあるだろう。そ

うしてますます、暴力は隠され、被害は表に出づら

くなる。 

 

 だからこそ、私はこの問題をずっと取り上げ、発

信していきたい。このことをきちんと自分たちの問

題として、考え、取り組んでいかないと、運動その

ものが酷く矛盾を抱えたままで、いつかは破綻して

しまうと思う。時間がかかっても、自分たちの中に

ある差別や抑圧の問題に取り組んでいかないままで

は、「解決」は必ず誰かを排除して成り立つ、嘘にし

かならない。自分の中に、ふかく染みこんでいる差

別感覚があるのをそろそろ認めないといけないんじ

ゃないだろうか、と思う。そしてそれと向き合って

いきたい。そのためのなかまを、つながりをつくり

たくて、この文章を書いている。 

 

 

 

参考：【本】 

＊「なぜ男は暴力を選ぶのか−ドメスティック・バイ

オレンス理解の初歩」 沼崎一郎 

＊「モラル・ハラスメント」 

 マリー・フランス・イルゴイエンヌ 

＊「ハラスメントは連鎖する 「しつけ」「教育」と

いう呪縛」安冨歩・本條晴一郎 

【website】 

＊「いじめはモラハラ」

http://morahara.nukenin.jp/ 

＊「こころのサポートセンター・ウィズ」の「虐待・

暴力」のページ 

http://www5a.biglobe.ne.jp/~with3/gyakutai/gya

kutai.htm

http://morahara.nukenin.jp/
http://www5a.biglobe.ne.jp/~with3/gyakutai/gyakutai.htm
http://www5a.biglobe.ne.jp/~with3/gyakutai/gyakutai.htm
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2－2．原発事故の背景に 

野々村 耀 

夜回りをしていると、体のどこかに具合の悪いと

ころのない人は少ないように感じます。ゆっくり話

ができると、中でも労災事故にあったが、労災扱い

されず、後遺症が残っているという話になることが

少なくありません。 

 武田さんも、そんな一人でした。細かなことは思

い出せないが、作業現場でクレーンに吊ったものが

膝に当たり、半月板が割れた。その後遺症が今も痛

むから、といってよく酒で痛みを紛らわしていまし

た。「ちゃんと労災で治療したの？」と聞くと「そ

れは無理や・・・」という返事だった。 

    

 

いまは、そういう日雇いの仕事も少なくなって、

神戸でも、手配師がやってきて労働者を集めていた

場所に仕事を求めて労働者が集まることもなくなっ

たようだが、以前は下請けの下請けの何重もの下請

けの末端ではたらく労働者はそういう場所で一日だ

け雇われて、働きにいった。 

 頭数をそろえるために手配師は、役に立ちそうな

人を選んで連れていったが、仕事が多く人の足りな

いときは誰でも雇って現場に連れていった。 

 大きな建築会社は、公共事業や、大規模な仕事を

落札し、大きな利益を懐に入れて、実際の仕事は下

請けの会社にゆだねる。その会社もまた、利益を抜

いて、孫受けに仕事を与える、その会社もまた、・・・・

そのようにして、次第次第に仕事は細分化され、利

益は差し引かれ、値段は下がっていく。人件費も受

注時には何万も計上されているが、実際に働く人が

受け取るのはほんの僅かになってしまいます。 

 一番下の会社は、さらに手配師（註1）を使って現

場で作業する労働者を集めることが多いのです。 

 労働者は、好景気で、人が足りないときは別とし

て、高齢化したりすると、顔見知りの手配師をとお

してしか仕事につくことが困難になります。顔見知

りでない人から仕事をもらうことはあまりありませ

ん。 

 

 時々、「仕事をもらっていた親方が、年をとって

仕事をやめたので、もう仕事をくれる人がいなくな

った」という話を聞きます。 

 

 そんな労働者が、武田さんのように現場で怪我を

するとどうなるでしょうか？ 親方（手配師）は労

災に入ったりしていないから、労災で治療はできな

い。労災扱いにしようと思えば、仕事をくれた会社

か、その会社の上の会社、あるいはもっと上の会社

の労災保険を使わなければなりません.そうすると、

その会社は労働基準局に事故があったとわかってし

まう・・・。もし、その手配師が仕事を請け負った

会社にたいして労災扱いにしてほしいなどといえば、

「お前には、もう仕事

はやらない」「出入り

させない」ということ

になりがちです。 

 そこで親方は、怪我

をした労働者に「悪い

ようにはしないから、

労災は申請するな」「わ

しが治療費は出してや
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る」などと言って、病院に連れてゆき、応急の手当

の費用だけ支払って御終い。そのあとは放置された

り、親方の部屋で何日か休まされたりします。 

 僕の知っている人は、かなりの怪我をして親方の

家で一週間休んでいたら、「いつまで遊んでいるん

だ、仕事に行け」といわれた、と言っていました。

「労災の手続きをしようか？」というと、「そんな

ことしたら、もう働かせてもらえなくなるから、労

災はいらない」と何人もの人にいわれたことがあり

ます。 

 

 こんなことを書くのは、今年3月11日の原発事故の

後になって思いついたのではなく、以前から原発で

働く労働者のことが気になっていたからです。電力

会社は、一人一日数万円の費用を出しているとのこ

とですが、実際に被曝しながら働いている労働者は、

数千円しか受け取れないようです。 

 公になったケースは少ないようですが、原発の仕

事だと知らされないで、連れて行かれた人もいます。

また、原発で働いていたのに、どれだけ被曝したか

検査しようとしたら、かなりの人が連絡もつかなく

なっているという報道もありました。ネットではそ

の人はもういないのだなどという噂も流れています

が、実際のことはわからないままです。東京電力は、

国会の委員会が事故時のマニュアルを見せるように

求めると、墨を塗って読めなくした資料をだして、

知的財産権や保安上の理由を口実にしたりしました

が、本当のことを明らかにしない方針のようで、原

発の中で誰が働いたのか、どれだけ被曝したのかも

はっきりしない有様です。 

 定期検査のときなど原発で放射線を浴び、一番危

険なめにあいながら働くのはほとんどの場合東電の

社員ではなく下請けの下請けのうんと下請けの日雇

いの労働者や原発から原発へと移動する労働者なわ

けです。何人かの人が、原発労働者の状態について

本を出したり、写真集を出したりして、警告してき

ましたが、関心を持つ人は非常に少なかった。そし

て、311以降急に、「それはひどい」という人が増え

ました。それはそうだが、ひどいのは東電だけなの

かとも思うのです。 

 

 

 

 実は、原発だけでなく、末端で、危険な仕事をし

ながら、事故があってもちゃんと治療できなかった

り、労災を受けられない人は少なくない。そういう

ことを、見過ごしにしているという土台の上に、大

事故が起こると思うのです。 

 

 個人的なことですが、職業訓練校を出て、家具工

場に就職したとき、手押しカンナ盤（註2）という，

刃が回転している上を木材をすべらせて、平面にす

る機械を担当するように言われました。訓練校では、

刃物の上にはカバーが付いていなければならない、

とか、素手で材料を抑えないで、押さえる治具を使

うことなどと習ったのですが、どちらもないので、

工場長に「こんな風に習ったのですが」というと、

すぐに治具は作ってくれたのですが、カバーは工場

内に見当たらないから我慢してくれといわれました。

休憩時間に、同僚に「工場長はすぐに治具を作って

くれた」というと、「あんたの前の人は一週間前に

指を落としたからな。」といわれました。もう、ず
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いぶん前の話ですが、阪神電車の高架下、御影駅の

そばの工場でプレス工をしていて、左手の指を3本プ

レスに押しつぶされて失いました。今思えば、安全

教育などまったくなかったし、安全装置も電源が切

ってありました。そのころ、一年間に3％のプレス工

が事故に遭っているという統計を見たことがありま

す。20歳から60歳まで40年間働くと、120％の人が事

故に遭うわけです。それでも現場では安全より能率

という空気が蔓延していました。 

 

 大きな事故や事件があると、マスコミや行政は口

をそろえて批判しますが、同じことを日常的に行っ

ているのです。 

安全だけでなく、収賄や談合など、日常的に行わ

れています。 

 

私たちはそういうことを許している職場環境、企

業社会の風土で暮らしており、それを許しているの

も私たちです。 

 

ハインリヒの法則 という有名な法則や、そのほ

かの研究があります。重大な事故が一件あるとき、

背後に29件の軽い事故があり、その背後に300の異常

がある、というものです。その他の研究も、数字は

違いますが一つの重大な事故の背後には多数の軽い

事故・事象があるという点では共通しています。 

私たちの日常において、特に職場で、労災や過労

死のもとになる過酷な状況があることは明らかです。

そうしたことが、福島の原発事故の背後にあると思

わざるを得ません。それを何とかしようと思わない

限り、同じことを繰り返すでしょう。 

 

     

 

もう一つ、スリーマイル島事故、チェルノブイリ

事故、福島の事故、これらが一番重大な事故でなく、

軽微な事故だとしたら、本当に重大な事故はどのよ

うなことになるのだろうと、思います。 

 

 

註1 手配師：[広辞苑より] 公共職業安定所を通さ

ず、労務者を集めて、雇用主にあっせんすることを

業とするもの。 

[ウイキペディアより] 人材斡旋者を指し、合法、

非合法のどちらに置いても手数料を取って人材を周

旋する者。現在では合法なものを労働者派遣事業（人

材派遣業）といい、社会的に問題のあるものや古く

からある職業において手配師と呼ぶ傾向にある。 

 

註2 手押しかんな盤：回転する鉋の刃の上を木材を

滑らせて平らにする機械。 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%B4%E5%83%8D%E8%80%85%E6%B4%BE%E9%81%A3%E4%BA%8B%E6%A5%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E6%9D%90%E6%B4%BE%E9%81%A3%E6%A5%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E6%9D%90%E6%B4%BE%E9%81%A3%E6%A5%AD
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2－3．活動外で会う人たち 

西野 和 

私は、夜回りは初めて行ってから、ゆるく続けて 1

年くらい。ここの夜回りの範囲とは駅 5 つくらい離

れた場所に住んでいます。バイトを始めて、通り道

にいっぱい荷物を抱えて駅前に座っているおばぁち

ゃんを、よく見かけるようになりました。その経験

とそこから思ったことなんかを書きたいと思います。 

 

◎ 私の経験 

バイト先（炊き出しや相談などしている武庫川河

川敷の近く）の近くに、よく駅の前に座っているお

ばぁちゃんがいます。大きな荷物を持って、困った

ような顔をしながら空を見ている。いつも気になり

つつも、そのまま通り過ぎてしまう。 

 家の近くの人というのは、なかなか声をかけづら

い。活動外だし、仲間もいない。なかなかハードル

の高いことです。それでなんだかんだと言い訳をし

て、いつも通り過ぎていました。でも、やっぱりず

ーっと前を通っていると気になるわけです。 

そこで、その旨を夜回りのメンバーに相談してみ

た。「確かに声はかけづらいよね～。なにかきっかけ

とか、話しかけるネタがあるといいよね。びらをも

ってると話しやすいよ」というアドバイス。おおそ

うだ！と思い、さっそく団体に連絡をとってビラを

もらってこよう！と思ったら武庫川のビラ自体がな

かった。存在しなかった…。かと言って断念すると

いうのも変なので、私が今ビラを作っています。 

 

◎ 活動外で出会ったらどうする？ 

・活動団体が近くにある場合 

自分たちの範囲外・活動外でテントや、そこにい

る人を見かけたときはまず近くの活動団体に連絡を

とってみるのが一番だろうと思います。その団体も

その人のことを知らなかったのなら、その団体で訪

問することができるし、知っていればそれでいい。

個人的に何かしたければ個人的に関係を作っていけ

ばいいと思います。それから、こっちから本人に話

しかけるときには、前述のとおりその団体やら炊き

出しのビラであったり、なにか紙として残るものを

もっていくといいと思います。手軽に情報保証がで

きていい！ 

 

◎ 活動団体が近くにないとき 

近くに活動団体がいればそこを紹介すればいいん

ですけど、ないときはその市や地域の福祉事務所を

紹介すればいいと思います。民間の団体がなくても

役所は対応しているはずなので。でもあまりちゃん

と相談を受け付けてくれない自治体もあるので注意。

そのほかには、その地域で活動している団体でなく

ても紹介するというのもありだと思います。その地

域のことや実際に会って、というのは難しいかもし

れないですが制度など、電話などでの相談でもわか

ることはそれなりにあると思うので。 

「近くにすんでるんですよ～」とか適当に話しか

けて、話を始めるといいんじゃないかなーと思いま

す。そのとき、ビラにあたる、福祉事務所や相談窓

口の場所を書いた紙を持っていくといい！その後も

適当に声をかけたりして、お話をして、なにかお互

いにとっていい関係ができればいいんじゃないのか

なと思います。 

 

◎ ビラを持っているって大切 

 今回私はビラを作ってたんですが、それはやっぱ

り、ビラって大切だと思うからです。ビラは、情報

源として大切なのはもちろんですが、あることでそ

れを持ってきた人にある程度の信用がでるというの

も大切なことと思うんです。文字として、活字とし
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て自己紹介と、連絡先があればとても安心。活字で

しっかりと情報が形になっているのは大きい。手軽

に情報保証もできるし。結局、なんだかしっかり話

せず追い返されてしまったーこういうときにも、ビ

ラさえ渡せれば「あ、この人はこれを伝えたかった

んだな」というのがわかる。ビラってすごい。 

 

◎ 活動団体の人なのか近所の人なのか 

 話しかけるとき、私は神戸の夜回り活動をしてい

る団体の人じゃなくて、近所の人ってことで行きた

いなーと思います。前提としては近所の人。ゆった

りと自分の出来ることをやりたいし、夜回りしてる

かどうか関係なく単純にいつも通ってて気になるか

ら話しかけたい。 

 

◎ 私たちの活動は支援という言葉に 

当てはまるか 

 夜回りは支援活動なのか。そもそも支援ってなん

なんだ。この文のなかで支援という言葉は使ってい

ない。なぜかというと支援というのに違和感がある

から。“支援” 一方的な give というイメージ。私は

あくまでお互い楽しく話せる、お互いにとっていい

関係がいい。たぶん相手にとっても“支援”される

というのも変だし聞いた感じ嫌な響きなんではない

かと思う。 

でも、私たちの活動を知らない人に、私たちの活

動はなんなのかと聞かれてずばり一言で答えようと

すると、野宿者支援の団体と言ったりする。個人的

に関係がある場合なら、よく話したりするよという

説明で大丈夫と思うのだけれど、団体として何をや

っているかと言われると、支援かなぁとなる。でも、

私のような意識をもった人の集まりならば支援団体

というのかな？じゃぁずばり説明する言葉はなんな

の？と聞かれても、うーんないなぁ。と。 きっと、

私たちの活動を支援という言葉には当てはまらなく

て、ずばり説明できる言葉もないんだろうな。 

 

◎ 気軽に話せるような社会を 

普通、はなすきっかけがないと話しかけづらい。

そこにいる人にもっと気軽に話しかけられるような

社会がいいですよね。 

 私は自転車旅行が趣味で、仲間と一緒に野宿しな

がら数百キロ走ったりしているんですが、このとき

にはいろんな人に話しかけてもらって、助けてもら

ったりします。特におなじく自転車をしている人に

はよく声をかけてもらいます。ヘルメットもらった

こともありました（山口県にて）。パンクして困って

たところ空気入れを借りてきてくれたおじさんもい

ました（西宮市にて）。こういうとき、とても嬉しい

しこういう助け合いがあって、世間は冷たいとか言

うけどそうでもないな、と思えます。 

 

でも、おそらく、こういうときはきっと「一生懸

命走っている旅の若い子」に話しかけているか、「自

転車をしている仲間」に声をかけている。この枠外

で話しかけられることはほとんどない。この枠内な

ら、きっかけや、なんか困ってそう…とかなくても

話しかけられることも多い。自分の地域の人とか、

あんまり話さないし、仲間意識の中に「同じ町に住

んでいる」というのは入らない。この「同じ町に住

んでいる」という仲間意識が入るようになれば、そ

れから仲間意識とかなくても気軽に話せるようにな

るともっといい社会になっていくんじゃないだろう

か。こんな単純な話ではないと思うけど、野宿の人

も、みんなもっと生活しやすくなるんじゃないかな

と思います。 



19 

 

3．メンバーのその他の活動 

3－1．神戸と東北〜野宿者と被災者 

臺 信一郎   

東日本大震災後、個人的に何度か被災地に向かい

物資搬送や足湯の活動をしてきました。足湯ボラン

ティアというのは、阪神淡路大震災で鍼灸師のグル

ープが始めたもので、たらいの湯に足をつけてもら

い、手や腕をほぐして疲れをとります。避難所で生

活していた人の多くは仮設住宅や親戚のもとに移り、

僕が活動してきた範囲でいえば、被害を受けた地域

の凄まじい光景もだいぶ変わってきたように思いま

す。初期の混乱した状態からはかなり落ち着いた様

子に見えます。けれど、人の暮らしには課題が山積

みです。ここでは避難所や仮設住宅で知った問題点

についていくつか述べたいと思います。 

    

＜生活保護打ち切り＞ 

阪神淡路大震災のとき、神戸市では避難所での生

活保護の申請が受け付けられませんでした。災害救

助法により最低生活が保障されているというのがそ

の理由でした。けれど、避難所で支給されるのは実

際は食料くらいのものです。プライバシーもなく、

被害によっては水が流れなくてトイレも流せない、

電話もつながらない、着の身着のまま逃げてきて着

替えもないなど、生活する上での支障は多くあり、

とても最低生活が保障されているとは言い難いです。 

東日本大震災では、被災者に対する生活保護の運

用について厚生労働省が 

とし、さらに 

という通知を出しています（平成 23 年 3 月 17 日付

厚生労働省社会・援護局長保護課長通知）。これを見

ると、避難所での生活保護の申請権が認められてい

ることがわかります。さらにその後に出された保護

課長通知（平成 23 年 3月 29日付）で 

とあり、避難所で保護を必要とする人に配慮した通

知がされています。 

 

また、生活保護受給中の義援金・支援金等の収入

認定について少し触れたいと思います。生活保護法

では、原則的にその世帯に入ったお金をすべて収入

とみなすので、世帯主が働いて得たお金だけではな

く、親や兄弟からの援助や年金収入なども、収入と

認定され申告する必要があります。ただし、冠婚葬

祭などの香典や祝い金などは、対象外になります。

東日本大震災での厚生労働次官通知では、「災害等に

よって損害を受けたことにより臨時的に受ける補償

「被災者の状況を十分配慮し、生活保護の申請意思

が確認された場合においては、申請権の侵害がない

よう留意の上、迅速に対応すること」 

「今般の地震により本来の居住地を一時的に離れ

て遠方に避難している場合、避難先の保護の実施機

関が実施責任を負い現在地保護を行うものとする

こと。」 

 

「避難所で保護費を支給する場合、必要な保護費

を遺漏なく支給すること。被災状況によって、生

活実態の把握が十分できない場合も考えられる

が、被災者の特別な事情に配慮し、不足が生じな

いよう配慮すること」 
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金、保険金又は見舞金の内当該被保護世帯の自立更

生のために当てられる額」は収入認定しないとして

います。この際「自立更生計画書」の提出が求めら

れます。 

しかし、このような通知がされているにも関わら

ず、震災で義援金を受けとったり、避難所で暮らし

ていることを理由に生活保護を打ち切られる問題が

起きています。以下のような報道がありました。 

また、義援金や東京電力福島第 1 原発事故の仮払

い補償金が収入と認定され、青森、岩手、宮城、福

島、茨城の 5 県で実際に生活保護を打ち切られたの

が 458 世帯に上るとする調査結果を日本弁護士連合

会が公表しています。（毎日新聞 2011 年 10 月 25

日 東京朝刊） 

 

 

       

自治体によって運用が異なる部分もあるようです

が、避難所にいることや義援金等の一部を受け取っ

たことを理由に生活保護を停止されるというのは、

適切な運用とは思えません。義援金などは一時的な

お金ですし、「お金が無くなったらまた受けられます

から」ではなく、長期的にその人が安心して暮らせ

るような対応をして欲しいと思います。 

今回被災地にボランティアに行き、避難所や仮設

住宅でいろいろな人と会って話しましたが、収入な

どの話はあまり出ませんでした。それは、お金のこ

とで困っていたり不安を感じていても、若者相手だ

と話しづらい、話しても仕方ないと感じるからかも

しれません。またそういう相談を仮に受けても自分

自身分かっていないことが多く、具体的に何か力に

なるというのは難しかったと思います。身近に相談

できる人や情報を得ることのできる場が必要だなと

感じます。 

 

＜孤立＞ 

阪神淡路大震災では「孤独死」が大きく問題とし 

て取り上げられました。今回の震災でも、避難所か

ら仮設住宅に移った時に、家のなかに閉じこもって

しまう人のことが気がかりです。集会所もできてい

ないところが多く、人が集まって話をしたりすると

いう場が無いことも問題です。ある仮設住宅では、

同じ避難所にいた人たちが玄関に黄色い旗を置き、

それで知り合いを見つけるための目印にしていまし

た。巡回相談員はいますが、すべての仮設住宅に目

が行き届いているのか、疑問です。 

孤立することと深く関係しているように思えるの

は、アルコールの問題です。以前仮設住宅で足湯を

したときに、「住民のなかにお酒を飲んで大きな声を

出す人がいて困っている」という話を聞きました。

「その隣に住んでいる人は役所に訴えたが、（物損な

どの）具体的な被害がないと対応できないと役所に

言われ、別の場所に移っていった」ということでし

た。震災によって親しい人や家を失った絶望や、仕

▽2011年 6月 4日東京新聞より抜粋 

宮城、福島両県で、生活保護受給中の被災者に対

し、避難所生活で住居費がかからないことや、義援

金を受け取ったことを理由にした保護の廃止や停

止が相次ぎ、少なくとも 7例あることが分かった。 

福島県南相馬市の男性は、義援金や東京電力から

の賠償金の仮払いが収入とみなされ、5月 25日に生

活保護を廃止された。名取市の避難所の男性（69）

は避難所生活で住居費がかからないことを理由に 5

月 1日付で保護を停止された。 

義援金は収入認定します。

それで自立してください。 生活保護は打ち

切ります。 
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事も無く、知り合いもいない状態で、家に閉じこも

りお酒にのめり込んでしまっている人が少なからず

いるのではないでしょうか。結果的には自身の健康

を崩し、近隣の人との関係も悪化し、さらに孤立す

るという悪循環に陥ってしまいます。 

野宿をしている人でも、居宅に移って孤立してし

まうことがあります。野宿をしているときは周りに

知り合いがいて、その人なりの人間関係があっても、

居宅に移ることでそれが切れてしまう。一人でいる

というのはある意味では気楽だけれど、誰にも頼れ

ないというのはすごくつらい。以前アルコール依存

症の人の話を聞いたとき、その人は「一人では全然

止められなくてこのまま（体をこわして）死ぬしか

ないと思っていたけど、自助グループに入り、自分

と同じような体験をしている人に会って、お互いの

経験を話しているうちに少しずつ自制できるように

なった。」と話していました。人の行動は、その人だ

けの問題ではなくて、周りの人との関わりのなかで

変化するものだと思います。その関わりが無くなる

と、歯止めが効かなくなる。そんな悲しい結末を無

くすためにはどうしたらいいのだろうと、野宿して

いる人が居宅に移ったときや被災地で仮設住宅を訪

問したりしていて思います。 

 

【参考文献】 

＊生活保護「改革」ここが焦点だ！ 

生活保護問題対策全国会議（監修）／あけび書房 

3－2．被災者になれない？人達 

野々村 耀 

1995 年、阪神淡路大震災の被災者支援活動が現在

の神戸での夜回り活動のきっかけだったことについ

ては何度も書いてきました。 

 

阪神淡路大震災で気づかされたこと 

 同じように困っていても、罹災証明書を持ってい

るかいないかで、救援の対象になるかならならない

かが決められました。住んでいた家が壊れたという

証明書（罹災証明）があれば被災者、なければ被災

者でないとされます。したがって、震災の時に住む

家がなかった人は（家が壊れなかったから）罹災証

明をもらえなかったし、それゆえに「被災者」対象

の救援物資や食料をもらえなかったし、避難所に入

れなかったのです。中には仮設の診療所のある大き

な避難所のフェンスのすぐ外で、被災者でないから

と医療を受けることができなくて亡くなった人もい

ました。避難所に入っても「不適格者は出ていくよ

うに指導する」という行政の方針で追い出されたり、

留まろうとすると避難所で配られる給食さえ止めら

れるということもありました。まして、仮設住宅や

震災復興住宅には入れませんでした。そのような排

除の姿勢は、行政だけでなくボランティアにもあり、

「うちの避難所にはホームレスはおらへんで」と自

慢するとか、「あっちのテントには（物資を届けに）

いかんでもええで」「あの人らは、震災前から公園に

いたんやから」などということもありました。つい

でに言うと、避難所にいた、オーバーステイの外国

人も、行政の調査があると、出ていかざるを得ませ

んでした。 

 同じく困っている人なのに差をつけられないと思

ったいくつかのグループが其の後、野宿している人



22 
 

の支援を続けることになりました。 

 野宿しているところを訪問して、安否を尋ねたり、

医療や生活保護を受けにくい人の手伝いをしたりし

ながら、こういう問題を社会に訴えることも、活動

の一環だと思って、この報告書を作ったりしていま

す。 

 その過程でつくづく考えさせられたことがありま

す。これは神戸だけのことではないだろうというこ

とです。どこかで、災害が起こったとき、そこでも

同様のことが起こるのではないか、キット起こるだ

ろう。困っているのに被災者として扱われない人、

制度のすきまで無視される人。その時になってあわ

てて、行政に掛け合っても間に合わないから、災害

が起こる前に行政と話し合い、非人間的なことが起

こらないようにしておく必要があるということでし

た。 

 それで、メーリングリストやインターネットで呼

びかけました。「あなたの町で、災害が起こったら、

家のない人が、差別され救援から排除されないか確

かめてくださいませんか？ 人間らしく処遇されな

い方針なら、災害が起こる前に行政と話し合ってほ

しい」と。しかし、残念ながらあまり反応はありま

せんでした。 

 災害が起こるたびに、このことが心配でした。東

日本で大災害が起こり、はじめ同じことを思いまし

た。今回も、排除される人がいるのではないかと。

しかし、あまりの災害の大きさに呆然としました。 

 

それだけでない 

 やがて制度のすきまで排除されるのは野宿してい

る人だけのことではないと気づかされました。 

どこかに線を引いて、その内側の人だけを助ける。

その外は知らないという扱いは、様々に姿を変えて

起こるのですね。 

 長い間、原因別に処遇するということに対して、

結果が同じなら同じにしてはどうだろう、と思って

きました。公害の被害でも薬害でも、原爆の被爆で

も、理解できない線を引いて、あなたは入る、あな

たは入らないという扱いが行われています。「嘘をつ

く人がいる」、「だまして支援を受ける人がいる」な

どと言って「厳密な？」基準を理由に人を振り分け、

人の切り捨てがおこなわれています。 

 

 夜回りをしたり、生活保護を受ける手伝いをして

ると、「自分はこんなにつらいのに、医者は何でもな

いという」という訴えを聞くことがよくあります。

働けないほどだるくて仕方がない、手が痛む、足が

動きにくい、様々なことを聞きます。医者がそれに

病名をつけてくれると、何らかの支援の対象になる。

しかし、医者が「病気ではない」と診断すると、苦

しんでいる当人にはどうしようもありません。福祉

事務所の人も、「医者が病気でないといっているから、

あなたは病気ではない」といいます。  

   

しかし、長い間病気だと認められていなかったが、

最近の研究によって病気だとわかったという事例は

たくさんあります。どのような仕組みで頭が痛くな

るかが分かった、などということがあります。それ

まで、長い間病気だと認められなかったのが、ある

時認められるのです。それまで、苦しんでいる人は

うそつきのように、あるいは怠け者のように扱われ

るのです。僕らも、医者が病気でないと言っている

と聞くと、その人が苦しんでいることが分からなく

なることがあります。認められないと、苦しんでい

る本人にはどうしようもないのです。 
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 学生時代に何度か広島に行き、被爆した方の話を

うかがいました。見たところ元気そうだが、本人は

しんどくて、働くことができない。月に二日くらい

しか仕事に行けない。行くとつらくて倒れてしまう。

周りからは怠け者だといわれて、つらいということ

でした。そのときはじめて「ぶらぶらやまい」とい

う言葉を聞きました。 

 公に認められないために苦しんでいる人がいるこ

と、そういう人が切り捨てられないあり方を求めて

いきたいと思います。 

 

3－3．イギリスで教育費削減反対 

学生デモに参加して 

田宮 遊子 

2009 年 10 月から 2011 年 9 月までの 2 年間、イ

ギリスで暮らしていました。この間、日本では震災

と原発事故が起こり、私は、インターネットで得ら

れる日本からの情報と、イギリス等欧米のジャーナ

リズムからの報道をむさぼるようにみていました。

日本を外から冷静にみていたというよりも、原発へ

の怒りと自身の無知を痛烈に感じながら、自分のも

っとも馴染みの深い土地への執着のようなものにと

りつかれていた気がします。 

これとは対照的に、イギリス滞在中に経験した市

民運動のうねりは、一時滞在者の気楽さと好奇心で、

その場に居合わせたことに幸運を感じるものでした。

もちろん、イギリスで暮らす人たちは怒っていまし

た。 

イギリスでは 2010 年の 5 月の選挙で、1997 年か

ら続いた労働党政権が敗北し、保守党と自由民主党

（両党の中間的位置にある政党で、個別の政策はど

ちらかというと労働党寄り）の連立政権が発足しま

した。この連立政権は、財政赤字削減を最重要課題

とし、社会保障制度、教育、コミュニティ・サービ

スなどの生活に直結する政策の予算削減を打ち出し

ています。これに対して、イギリス全土で市民が怒

っています。その怒りは、デモ（イギリスではプロ

テスト・マーチ、あるいは単にマーチということが

多いです）やストライキという形でも表現されてい

ます。 

最近では、ニューヨークのウォール街占拠に共鳴

したオキュパイ・ロンドンに次いで、公務員の年金

カットに反対する大規模なデモが実施されたばかり

です。 

そして、これらのデモの先駆けが、大学の学費大

幅値上げへの怒りの抗議活動でした。イギリスでは

ほぼ全ての大学が税財源と学生からの学費収入で運

営されており、各大学の学費はおおむね横並びにな

っています。税財源に頼らない、いわゆる私立大学

は 1 校しかありません。学費に関しては、前政権（労

働党ブレア政権）期に導入され、毎年引き上げられ、

年 3 千ポンドとなっていました。これに対して、新

政権の改革案は、国庫補助を減らし、そのかわりに、

各大学は 9 千ポンドまで学費を引き上げることがで

きるというものを打ち出しました（この文章を書い

ている 2011 年 12月の為替レートは 1ポンド 120円

台と、ものすごい円高なので、単純に日本円に換算

した金額と、イギリスでの価値にはずれがあるよう

に思います。）。 

くわえて、16 歳から 19 歳までの大学や専門学校

に通う低所得世帯（年所得 3 千ポンド以下）の学生

に対する手当（Education Maintenance Allowance, 

EMA、教育継続手当）の廃止も打ち出されました。

EMA は、労働党のブレア政権が創設した手当で、小

額ながらも（週 10～30 ポンド）、学生本人に直接支

給されるものでした。この手当のおかげで、低所得

世帯の若者は、学業や職業訓練をするために必要な

交通費や教材費に支出するためのお金を得ることが
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できたわけです。 

 学費を一気に 3 倍値上げ、低所得世帯の若者向け

手当も廃止、なんてことになったら、金持ちしか大

学に行けなくなる、学生ローンで大学に進学すれば

これまで以上に重い借金を背負うことになる、すべ

ての若者に教育機会を！と怒った若者たちは、街に

出て抗議をし、大学を占拠しました。反学費値上げ

の抗議行動は、イギリス全土に広がりました。 

 怒った大学生たちは、大学の一部の教室を平和的

に占拠し、長いところでは数週間続きました。大学

側がこの案に反対すること、学生の意見をきくこと

などを要求しました。 

 2010年の 9月にロンドンで最初の大規模な抗議デ

モがありました。5 万 2 千人が集まったとされてい

ます（NUS,全国学生組合の発表）。

その後、ひと月に 1 回程度の大規

模なデモが全国各地で行われま

した。イギリスでもこれほどの学

生たちの大規模なデモは、サッチ

ャー政権期以来ともいわれまし

た。 

私が所属していたバース大学では、数名の学部学生

が 2 日間学内で座り込みをするという小規模な占拠

がありました。また、学生たちは学長に学費値上げ

反対の要求書を提出、大学と話し合う場も要求し、

その結果、数回にわたる交渉の場が設けられました。

バース大学他、数校の大学の学長は、学費カットの

法案成立の前に、今回の学費値上げには従うという、

私たちにとって非常に不本意な声明を発表したので

すが、これに対しては学生のみならず、一部の教員

たちも明確に抗議をしました。また、2 大学共催で

抗議デモも実施されました。学生デモの全国共通の

ス ローガン のひとつ が ”No ifs, no buts, no 

education cuts” （「弁解も言い訳も許さない、教育

費削減反対」といった意味でしょうか）でした。こ

のスローガンをデモに参加したみんなで、街を歩き

ながら、そしてバース選出のリブデム（自由民主党）

議員の事務所前で、連呼しました。デモは初めてと

いう参加者が大半だったのだと思います。デモの仕

方、”No ifs…”をはじめとした掛け声のかけ方が書か

れたチラシが配られ、デモ初心者や私のような英語

を母語としない学生にもフレンドリーで、一緒に一

体感を味わえる場となっていました。 

教育費削減反対デモには、大学生だけでなく、高

校生や中学生の参加もありました。私が住んでいた

ブリストルという都市では、とくにたくさんの児童、

生徒がデモに参加したことで全国紙にも大きく取り

上げられました。私もブリストルでのデモに参加し

たときに、フード付きパーカーを着てスケートボー

ドを持った、ブリストルなまりの

強い英語を話す少年たちと一緒

に歩きました。NEET という言葉

を生んだ国であるイギリスは、日

本よりも階層社会による分断が

強く、若者の間の格差も大きいで

す。デモで一緒に歩いて、警察の

騎馬隊と衝突していたかれらが、大学に行くことが

可能な層であるかはわかりません。それでも、自分

たちの世代の将来への投資を削減する政府に怒りを

感じているのです。その怒りをデモの場で共有でき

たことは、心に残る体験でした。 

その後も、抗議行動は様々な形で行われましたが、

日本では、今年 8 月にロンドンを中心として起こっ

た若者の暴動が大きく報道されたようです。この暴

動を理解するためには、財政健全化をうたう新政権

に対する抗議の機運が全国で高まり続けている中で

起こったこと、若者たちの政府への怒り、警察から

の暴力への反発、格差社会への不満といった側面か

ら捉えることが必要なはずです。このことについて

は、また機会があれば書きたいと思います。 
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4．参加者感想

野宿者の現実 

青山 幸夫 

 夜回りに参加し出した頃、「どんな生活をしてい

るのだろう」「どんな話をするのだろう」「迷惑を

かけないようにしないと」など、正直不安と興味

が入り混じった感じでした。 

そして、実際夜回りを始めてみると、みなさん

とても気さくで、私が思っていた以上に話しやす

い感じがし、不安な気持ちをなくならせて頂く程

でした。しかし、そんな野宿者の人達は、どこに

居るのか解らない位の場所で生活しているのです。

その原因は、役所に追い立てられているという現

実があったのです。正直驚きました。横になれな

いベンチや橋の下に入れないように柵をしたり、

鉄のはしごを取り外したりと日々の生活に苦労し

ている人達に対して、更に生活を苦しめようとす

るのです。考えられない状況でした。 

野宿者に対する苦情がきっかけでもあるそうです。

色々と情報を集めた上で問題に対して発言して欲

しいのだが、野宿者に関しては、イメージだけで

苦情を言われ、もちろん役所も受け入れてしまう

のです。 

これだけ活動をしている人達や貧困に関する報道

があるにも関わらず、偏見を持っている人の方が

まだまだ多いのでしょう。 

更に酷いのは、最近増加している若者による野

宿者への襲撃事件である。おそらく、若者達は安

易な気持ちで遊び感覚でやっているのでしょう。 

そんな気持ちで死に追いやる事件まで起きている

のです。堪ったものではありません。 

野宿者は、国に住みにくい環境へと追い立てら

れ、追いやられた場所で若者からの襲撃に不安を

感じながら日々の生活費を稼ぐことを考えなけれ

ばいけないのです。もっと野宿者に対する正確な

情報が伝われば少しは住みやすい環境になるので

しょうが、この様な事が現状なのです。 

私自身が大きく状況を変えることは出来ないで

すが、参加することで何か少しでも助けになれば

と活動をしてきました。 

私が今接している野宿者の方たちは、とても元気

で楽しい人が多いです。 

凄く知識が豊富な方もいらっしゃいます。追い立

てられてしまう環境で生き抜いているので、生き

抜く力が付いているのかと思わせる程です。 

しかし、話をしていると仕事がない、空き缶の価

格が安い等の収入を得る厳しさを話されるので、

表には見せない不安があるのだろうと思います。 

もちろん、お年を召されている方が大半になりま

すので、「調子は抜群や！」と言われておりますが、

年齢的に病気に対する不安もあるだろうとも思い

ます。 

本当に野宿者の現実を理解して欲しいと感じます。 

この環境で生活している野宿者の人の不安を少

しでも解消できればとこれからも、私は活動を続

けて行きたいと思っております。 

 

もの乞うひとびと 

臺 信一郎 

 僕は大学の農学部の学生なのですが、以前にト

ウモロコシの研究でアフリカのマラウイという国

に行ったことがあります。この国はアフリカ大陸

の南部にある、南北に細長い国です。一人あたり

GDP は日本の 0.5％ほどと言われていて、かなり

貧しい国です。ここではトウモロコシが主食で、
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道を歩いていても、至るところでトウモロコシ畑

を見かけます。人々は気さくで明るい人が多いで

す。「この国は貧しいけれど平和だ。争いがない。」

と現地で知り合った友達は言っていました。 

 そんな「のどか」で「平和」なマラウイでも、

貧しさはすごく強烈に印象に残りました。道を歩

いていると物乞いの人（という表現が適切かわか

りませんが、お金を求められた人のことをこう表

現することにします）によく会います。道端で子

どもを抱いた母親がじっと座り込んでいるのにも

会いました。膝から下のない人が、両手で体を支

えながら車道の一番端のところから行き交う車に

向かって声をかけている光景も忘れられません。

その人は満面の笑顔で「こんにちは！」と声をか

け続けていました。その笑顔と危険な行為のギャ

ップが印象的でした。 

 毎日道を歩いていて何人もの物乞いの人に会い、

実際に「くれ」というふうに無言で手を伸ばして

来られる度に考えていた、というか自分に言い聞

かせていたことは「自分がお金を求められる人み

んなにお金を渡していたら結局自分自身が物乞い

になってしまうし、自分が渡せるお金なんてたか

が知れてるんだから根本的には何の助けにもなら

ないだろう」というようなことでした。ただ断り

ながらももやもやとした気持ちは増していきまし

た。けれど現地の人は割り切っているような様子

で、小銭が余っていたら渡すし、無ければ断ると

いうスタンスでした。物乞いの人に対してことさ

ら同情的になるわけでも忌み嫌うわけでもありま

せん。ちなみにマラウイでは日本の生活保護のよ

うな制度はないので、学校に行けなかった人は低

賃金の単純労働の仕事しかなく、それもできなけ

れば物乞いでもするしかない、ということのよう

です。こう書くとやっぱり日本のほうが最低限度

の生活が保障されていていいと思われるかもしれ

ませんが、日本とマラウイでは貧しい人への視線

に大きな違いがあるように感じます。マラウイで

は物乞いの人も社会の一員として認められていて

助けられる時は助けよう、という雰囲気がありま

す。けれど日本では野宿している人などの存在自

体が無視されているのが現状だと思います（生活

保護は必要とする人に必ずしも行き届いているわ

けではありませんし）。この違いが一体どこから来

るのかはまだ分からないのですが。 

 現地で物乞いを断り続けることに罪悪感を感じ

て、一度だけ食べ物を買ってきて渡したことがあ

ります。でもその時に感じたのは「自分はその人

のためになることをした」という満足感とは縁の

ないもので、相手の人がどう思ったのかがわから

ず漠然とした不安と虚しさが残りました。 

 海外に出ると少し日本のことを客観的に見れて

新しい発見があるし、今回支援ってなんだろうと

いろいろ考えました。マラウイでは、生活保障な

どは乏しいけれど、人の自然な交流があって参考

になりました。最後に、感想文というか体験記み

たいになってしまいごめんなさい。 

 

感想文“えっ，全員が車で夜まわり！？” 

永田 惠
めぐむ

 

  このグループによる夜まわりに 2011 年の始め

に初めて参加させていただいた時に僕が驚いた亊

はまさにタイトルの如くです，と云うのもそれ迄

14年以上前から関わっているバプテストの金曜夜

まわりでは最大 2 人が車で廻る以外は徒歩で廻る

のが常で且つ最近は 1 時間程度で終わるので意外

だったのです． とは云え，阪神間の 1駅間を歩く

金曜夜まわりとは違いこの夜まわりでは阪急王子

公園から阪神青木あたり迄も廻るのでやはり車で

の移動が欠かせない亊が実際に廻ると解ります．<

長年のペーパードライバーが悔やまれる…(苦

笑)> 

しかも，金曜夜まわりでは無くなってしまってい

るミーティングだけの日のみならず廻る前後のミ

ーティングがかなり充実しているのはホンマに素

晴らしい限りですね． 
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  もう 1 つビックリしたのは野宿を強いられてい

る方の生活形態の差異でして，金曜夜まわりでは

最近ドヤ住まいや駅同士をつなぐ地下道を廻る亊

が主な亊もありその場所で生活している人がほと

んどおられないのに対してこの夜まわりでお出会

いする方々はその場所で居住空間を創出している

ところです．やはり，ビル街中と住宅街とではと

りまく環境が必然的に違ってくるのでせう．  何

はともあれ，最近はご無沙汰な亊もあり未だ未だ

神戸ＹＷＣＡ夜回り準備会(仮)の魅力は僕にとり

その独特な名称(笑)共に未知数なのです． 

おそらく來年度の活動報告書につゞく… 

 

見えない暴力 

鍋谷 美子 

 今回の報告書の文章は、なかなか書くのが大変

でした。これまで書けなかったことを、表に出す

という作業が加わったからです。書けなかったの

には理由があり、読んでもらえれば分かると思い

ますが、現在進行形で起きているハラスメント被

害を書くためで、そのことによって二次被害を被

るかもしれないからです。なので、実際には書け

ないこともありました。怖さと、自分が伝えたい

こととの間で悩みながらの作業でした。 

 この報告書を編集し、この感想を書いている間

（2012 年あたま）には、東京、江東区にある竪川

河川敷公園では野宿しているひとたちのテントが

ひどい暴力で壊されたり、自分たちの住むテント

を守ろうとする人たちへ暴力が振るわれていまし

た。その中には、24 時間の監視体制や、話し合い

を一方的に止める（約束の反故）、話し合いをしな

い（無視）などもありました。何度か竪川に通い、

その酷さに愕然としました。暴力を振るっていた

のは、区の職員、区に雇われたガードマン、公安

警察などでした。しかし、かれらも、暴力を振る

うときは、周囲に人が入り込めないように、通路

を封鎖していました。暴力を見えないようにして

しまうのです。 

 今、目の前で人が殴られていたら、大抵の人は

止めに入るでしょう。でもそれが、こちらからは

見えないところでされていたら。気づかないのは

当たり前、かもしれません。知らなかったんだか

ら、何もできない、と言えばそう。でも、よく見

たら相手の様子がおかしかったり、最近、姿を見

ていない、とか、気をつけていれば気になる点は

いくつも出てくるはず。 

 今回、このハラスメントの問題にぶちあたり、

自分が見ようとしていなかった、見たくないと思

ってきたことが、暴力を温存・容認することにつ

ながっていたんではないか、と思えてきました。

見えないもの、しかも嫌なものを、人は敢えて見

ようとはしない。知ろうともしない。「見えない暴

力」は、そこにはびこり、人を苦しめます。野宿

している人へのそれも、女と見なされる人へのそ

れも、見えなくされているから、余計しんどいの

ではないか（そしてそれは、いろいろな差別現象

にもあてはまる。のだけど、より「見えない」こ

とが、より差別と暴力を生む）。だったらその暴力

を、もっと目に見えるものに、あきらかにしてい

けばいいんじゃないだろか。 

 この「見えない暴力」は、かなり構造的で、し

かもあらゆるところにはびこっているので、たぶ

ん簡単には問題にされない。だからこそ、わたし

は注意深くいなければなぁと思っています。ぼー

っとしてると、気づかずに人を苦しめる、自分が

しんどい目に遭うまで気づかない、ということが

起こってしまう。見えないものを見えるように、

問題とされていないことを俎上に。自分がしたい

ことが、少しずつクリアになってきたような気が
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します。でもまだまだ自分に見えてないことはい

くらでも。これからも目を凝らして、注意深く、

生きていきたいと思います。 

 

 野宿のフィールドで活動するって 

西野 和 

最近、別の団体なのですが野宿に関わる団体の

活動中にセクハラ？が有りました。それでこれか

らどうしていくかとか、続けるならリスク管理や

らなにやら考えたりするんですが、うー… って

なってます。なにかしら活動するのも、なかなか

うまくいかんもんやなぁ。最近つくられた団体な

ので、その活動もまだ十数回、蓄積とかないし。 

野宿というフィールドで活動する、この上にお

いてやっぱりセクハラの問題は避けては通れない

ものなのかなぁ。必ず当たる問題なのかなぁ。男

性ばっかりの社会なんて、どこでもそんなもんだ

よ。とか 中年男性なんて、そんなものだよ。っ

て言いますし、そうなんだろうなと思うんですが。

なーんかなぁ。ほんと なんでそんなことするか

なぁ。ばかやろう。まぁ、ばかやろうと言ってる

だけではだめなんだが。 

活動に入る前に、そこがどんな場所なのか、特

性を分かってやっていかないとと思う。どんな場

所かわかるってすごく難しいが、出来るだけ伝え

て新しい人には入ってもらわないと。そして、嫌

なときは逃げていい、とか困ったときには味方に

なると伝えてかないと。今私はここの夜回りくら

いにしか行っていないので、もっといろんなとこ

ろいかないと、と思うところです。 

それから、セクハラって、基本的に事後では遅

いと思うんだよな。あとで相談聞いたりは出来る

けど、どうせ軽減しかできないし、引きずるし。

対症療法であって根本治療とかできないし。ね。 

などが最近考えていることでしょうか。 

 

ここの夜回りは、安定してていいです。ほっと

するね。それ以外の夜回り中感じたことなんかは

『わいわい通信』にのせて頂いた文や、「活動外で

会う人たち」（17p）という原稿に書いてあること

とかぶるので、割愛させて頂きます。 

 

“燃料です” 

野々村 耀 

 レイバーネットの 3 分ビデオで見たのだが、8

年間非正規雇用だった清水さんは Shop99 という

コンビニに正社員として採用され、入社 3 か月で

実質店長、9 か月後に正式店長になった。24 時間

営業の Shop99 では各店舗に正社員は一人で、あ

とはすべてアルバイト。アルバイトでシフトが埋

められないと、正社員が穴埋めをしなければなら

ない。長いときは 37 日間休みなしで、また 4 日で

80 時間以上働いた（一日 20 時間！）。1 年 2 か月

の過酷な労働のため病気で倒れ働けなくなった。

未払いの残業代（出ていなかったのだ）と働けな

くなった慰謝料を請求して訴え、2011 年 5 月に裁

判では勝った。 

その清水さんが、「燃料なんです」といった。労

働者は人間でなく「燃料」だという意味だった。

バブル崩壊、リーマンショック、競争力強化、欧

州経済の危機、つぎつぎさまざまな理由で、人件

費を削減する仕組みが作られ、働く人の権利が奪

われ、過酷な労働が強いられてきた。そして高額

所得者はますます豊かになった。 

 

 僕は清水さんの「燃料です」という言葉にショ

ックを受けた。燃料は燃えてなくなれば、次の燃

料を注入する。 
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 何年か前に、派遣切りが問題になり、年越し派

遣村が話題になった。政権交代のとき、労働者派

遣法を抜本的に見直すといっていたが、結局のと

ころ、うやむやになっている。大量に解雇したの

で、派遣労働者は当時より少なくなった。そして、

有期雇用の労働者が増えているという。有期、つ

まり、1 年とか半年という期限を切った契約だか

ら、期限が来ると失業する。続けて働きたい人は、

再契約しなければならない。その時に、労働条件

が悪くなることが多い。失業が嫌なら、この条件

を飲め、ということがまかりとおっている。非正

規雇用はこのままではいけない、といい続けてき

たが、清水さんは正社員なのだ。もはや、「正規雇

用だから安心」ではなくなってきた。 

 

このような働かせ方が、世界中に広がったので、

イギリスでもアメリカでもヨーロッパでも抗議の

声が上がっている。本当に燃え尽きる前に、われ

われは燃料ではない、という声を上げたいと思う。 

 

 「当たり前」なこと 

藤井（山本） かえ子 

娘が 1 歳半になり、あちこち歩けるようになっ

た。最近フタ付きのごみ箱を開けて中を触ろうと

する。そんなとき、ついつい「ごみは汚いでしょ!

触っちゃだめ!」なんぞ口走ってしまう。 

ここでハタと考える。こうやってばかり注意を

していくことが、「ゴミ」から売れるものを集めた

り食を得たりしている人々への偏見につながるの

ではないか、と…。こう書くとかなりの飛躍があ

るかもしれないが、一旦「ゴミ」になったものを

扱って生計を立てている人々のことや、その生活

が不安定で差別を受けやすいことを伝えないでた

だ「ゴミは汚い」とだけ言い続けていると、子ど

もたちの中にその人々への蔑視の芽を育ててしま

うのではないか、と思ったりする。さらに、大量

にゴミを捨てている自分達の生活を省みて、その

問題を一緒に考える必要がある。言うは易し行う

は難し、ではあるが…。 

娘を出産したことで、初めて自分自身の生活に

肉薄する「他者」と暮らすようになり、葛藤も多

い。だが、娘との生活を通じて、これまで気がつ

かなかった「当たり前なこと」に実は重要なこと、

考えさせられることがあるといろいろ教えられて

いる。果たして、これらを覚えているうちにちゃ

んと考えられるのだろうか…。時間がもっとあれ

ばなあ…。 

 

光り輝く月と多縁社会 

藤原 尚樹 

私が初めて神戸の夜回り活動に参加した 7 月中

旬、私は夜回りで誰にも会うことなく YWCA に帰

ってきた。確かその日の担当コースは B コースだ

ったが、訪れた場所に生活の痕跡はあるものの、

人と会うことはなかった。YWCA に着いた瞬間、

ほっとした。誰も野宿していなくてよかった。そ

んな気持ちが私の心の中を満たしていた。しかし、

その後のミーティングで違うコースに行った人た

ちがその日会った人たちの様子を話しているのを

聞いた。その時、私がその日たまたま会わなかっ

ただけで、毎日場所を変えて、もしくは同じ場所

で野宿生活を強いられていることには変わりない

と痛切に感じた。 

現在、私は A コースを中心に回っている。毎回

誰かと話をすることができる。今では話を聞くこ

とが私にとって 1 つの楽しみでもある。しかし、

楽しい話だけではない。この前お会いした男性は、

出身地が沖縄で若いころに上京したが、家族とは
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連絡も取ることが出来ない状況だという。寒さが

身にしみて感じる初冬、その男性は横になりなが

ら「家族がいる沖縄に行きたい。鹿児島までは自

転車で行けるけど、沖縄へ行くための船に乗る金

がない」と寂しそうにつぶやいた。この話を聞い

た時はさすがに辛かった。金銭的理由で肉親の誰

とも会うことができない。そんな状況を私は経験

したことがないどころか考えたこともなかった。

その男性が寝ていた場所は私が最寄り駅を降りて、

真っすぐ YWCA へ向かう道中にある。今日はおら

れるだろうか、そう思いながら見るが、まだ一度

もそこにあった自転車、そして本人を見たことは

ない。仕事でおられないのかなと思いつつ、その

場を通り過ぎるが、あの時の言葉は今でも時折思

い出す。 

ところで、私はこの活動を通して 17 年前の記憶

を思い起こしている。 

1995 年 1 月 17 日、阪神淡路大震災。当時、幼

稚園に通っていた私は明け方にかけての強い揺れ

によって起こされた。私が住んでいた丹波市は県

東部に位置し、震源地から離れているが、揺れに

対する恐怖から布団にくるまり、両親に上から覆

いかぶさられたまま恐怖に耐え忍んでいたことを

覚えている。テレビからは阪神地域の被災状況が

映像を通して延々と伝えられる。幼いながらにも

大変なことが起きていると感じた。しかし、幸い

にして丹波市は被害がほとんど無かった。当時の

震災について小学校や中学校で勉強はするものの、

どこか遠くのことのように感じていた。 

縁あって大学院で神戸に来て、改めてあの時の

震災がもたらしたものを痛感する。それは私がこ

の活動を通してある男性に出会った時であった。

その男性は震災で家と家族を失い、それ以来 17 年

間、公園で生活しているという。深く尋ねること

はできない。むしろ、話しかける言葉が未だに見

つからない。それは自分に対する羞恥心からきて

いる。私は震災から神戸は復興したと思っていた。

ここでいう復興とは、つまり区画整理事業などに

みられる神戸の街並みのことだ。私は浅はかだっ

た。本当の復興とは、そこに住んでいる人の心、

生活状況の改善を指す。そんな当たり前のことも

分からなかった。その男性に会って、震災の深刻

さ、その奥の深さを知った。震災の真底を見ない

限り、いつまでも「復興」は続いていくと思う。 

夜回り活動に参加して、多くの人に出会った。

知らない土地で知らない人に会えるのは嬉しい。

今まで会ったことのない人と他愛もない会話を交

わす。そんなことに意味があるのか、と思ってい

た。しかし、この夜回り活動に参加してその意味

の大切さを知った。そしてトルコライスの意味を

知った。 

今の日本は個人化が進む。他者を受け入れよう

とはしない。無縁社会と言われるように、孤族の

国と言われるように、京都市が生活費を稼ぐため

の空き缶を拾うことさえも禁止したように、神戸

市が震災直後に、それ以前からの野宿者を「不適

格者」とみなしたように。 

そんな社会は光らない。私は夜回り活動で出会

う人たちと月をみる。月は綺麗だ。1 人ではそん

なこと考えなかった。1 人で見る月よりも六甲山

から見える神戸の夜景よりも出会った人たちと見

る月は何倍も綺麗だ。他者と共生することで月は

綺麗になる。社会は多縁なものとなる。明日のこ

とを考えるのが、辛いものから楽しいものへと変

わる。そう信じたい。 
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5．付録―わいわい通信原稿

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1、2009 年 10 月 臺 信一郎 

最近仕事がまったくない。食べるものにも困る。襲

撃にあった。とかとか。  

 

野宿生活をしている人をとりまく現状。いつでも不

当な苦しさを突きつけられている様な。 

夜回り活動に参加するようになって一年ほどにな

ります。一時期はかなり夜回りで会える人が少なく

なっていましたが、7 月 10 日の一斉夜回り（「神戸

の冬を支える会」が主催する神戸市内の野宿生活者

数の一斉調査）を受けてコースを広げ、新しく会え

る人も出てきました。野宿生活をする人の数が減っ

ているというより、より見えにくい場所に追いやら

れているのかもしれません。実際、一斉夜回りでは

去年からの人数の変化はそれほどありませんでした。

50 代、60 代に集中する傾向が依然としてあります。 

   

 

 

 

 

 

 

  

夜回りの体制としてもドライバー、リーダー不足

などがあり、無理を言って Y 関係の人に運転をお願

いすることもありました。もともと活動を行う人数

がそれほど多くないのですが、個々人にできること

を考えて、負担が偏らないようにしなければと思い

ます。最近 ML の整備や、夜回りブログを始めたり

もしています。 

わいわい通信は神戸 YWCA 地域社会福祉部 ＊ が年に２回発行している、神戸

YWCA の地域活動のグループをつなぐ情報誌で、それぞれのグループの紹介な

どが書かれています。そこで夜回りのメンバーが書いた、「夜回り準備会（仮）

の近況」として載せた文のうち最近３回のものをここに付録として載せます。

わいわい通信の本誌をご覧になりたい方は神戸 YWCA または私たちのグルー

プまでご連絡ください。  

＊神戸 YWCA 地域社会福祉部…それぞれのグループの連携を深め、神戸 YWCA

の考える地域社会福祉を実現するために活動しているグループです。私たち

以外に、そのグループには、高齢者のサポートとして、弓の木  歌の集い、

わいわいランチ、わいわい亭、わいわいデイルーム、があり子どもと家族の

サポートとして空飛ぶうさぎ（休会中）、ふしぎワールド、ちゃいやあらんど

があります。  



32 
 

 

個人的なこれからの課題として、生活保護などの

知識をつけたいです。一人一人の置かれている状況

はその人と話を重ねて知っても、制度などのことは

自分から調べていかないと分からないので（生来の

怠け癖が仇に・・・） 

    

最初のころと比べると、自分のなかで野宿をして

いる人への見方、考え方がかなり変化しているよう

に思います。それは実際に話をしていくなかで、そ

の人がどういう生活をしていて、何に困っているの

か。そういうことを聞いていった結果だと思います。

とはいえ、生活保護などの相談には今の自分の知識

ではとても対応できず、他のメンバー頼みという感

じです。肝心なところで力になれないというのはや

はり悔しいものがあります。 

人数は少ないながら、新規の参加者の人も増えて

きています。今の活動を大切にしながら、みんなで

野宿問題について、今後の活動について模索してい

けたらと思います。 

 

2、2010 年 7 月 井沼 佑太 

神戸大学 4 回生の井沼佑太と申します。夜回りの

活動紹介と、自分の感想を書かせていただきます。 

 

夜回り準備会の活動は夜、隔週で野宿者のもとを

訪問し世間話などを通して、何か異変があったり助

けが必要とされたときに、できるだけそばで支えら

れる関係を作っていくものだと僕は考えています。

支えるといっても物的支援はほとんどできず、生活

保護の相談に乗ったり、病院を紹介したりなどしま

す。 

 

僕は最初この活動概要を聞いて、また実際に行っ

てみて、正直なところ本当に地味な活動だなと感じ

ていました。実際、自分はこの活動に参加して 8 カ

月ですが、誰一人路上から生活保護の申請に成功し

て、アパート住まいができる様になった例を経験し

ていません。この活動にどんな意味があるんだろう

か？そもそも野宿者は路上から本当に抜け出したい

と思っているんだろうか？そんな疑問に悩んだこと

もありました。 

 

しかし最近になって活動の意義や、野宿者の方の

置かれている現状が少しわかってきたように思いま

す。 

    

 

きっかけは、ビッグイシューの日本代表である佐

野章二さんの講演を聞いたことでした。私が印象に

のこった台詞は「人はホープレスになって、ホーム

レスになる」という言葉です。職を失い、家を失い、

最後にだれも頼れる人のいない一人ぼっちになって

しまったと感じたとき、自分に対する希望を失って

しまう、そして人はホームレスになる、という意味

です。その言葉を聞いて僕は改めて、夜回りで訪れ

る野宿者の方々を思い出してみると、毎回夜回りで

私たちがお邪魔することを楽しみにしている、少な

くとも意識してくれている人がたくさんいることに

気づきました。そして、仕事を紹介できなくても、

物質的な支援ができなくても、野宿者の方に何も強
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制せずに、ただ少しばかりの「つながり」を保とう

とする夜回りの活動の重要さに気付きました。 

 

 仕事の紹介も、物質的な支援も、それを看板にし

てしまったら本当の意味で対等な関係が築けない。

「与える」でも、「引き出す」でもなく、ただ存在を

認めること、それが人が生きていくうえで一番基と

なる条件なのかなと感じています。そして「つなが

り」を少しでも良いものにして、苦しいときは自分

には相談できる宛があるんだと野宿者の方に感じて

もらえるよう、活動を頑張っていこうと思います。 

 

3、2011 年 9 月 西野 和 

私はこの活動に初めて参加して、ゆるーく続けて 1

年くらいです。その中で思うのは、一番大切で、そ

して一番難しいことは、関係づくりだなぁというこ

とです。 

 

当然、相談することができる、信頼関係を作るこ

とがまず重要です。でも、やっぱり人はやっぱり支

えあって生きていくものなので、支援するほう、さ

れる方でなく、互いが楽しい、いい時間を過ごせる

ような関係づくり。これも大切だと思っています。

ただ回って、元気か・困っていることはないか・何

か変わったことはないかを確認して回るだけでは、

だめ。作業化してはお互いなにも楽しくない。訪問

先の方々と仲良くなって、楽しく話ができるような

関係になりたいな。 

 

 
 

 

それから、結構長く関係がある方に「人に迷惑は

かけない、世話にはならない」と言われたことがあ

ります。行くといつも楽しい話をして頂けるんです

が、困ったときに助けを求めたりはしない、とのこ

とです。それはその人の決めたこと、というか美学

のような感じだったので私たちがどうこう言うこと

はできないですが、やっぱり悲しい気持ちになりま

す。すごく難しいことですが、そういう風に考えて

いる人にでも、頼っていいんだと思ってもらえるよ

うな、そんな関係が作れるようになれれば最高だな

ぁ。 

 

初めて会うときは全く知らない、なんなのかわか

らない人同士だけど、何回も訪問していく中でしっ

かりとした関係を築けるようになりたいと思います。 
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神戸 YWCA 夜回り準備会 2010 年度会計報告 

(自：2010 年 4 月 1 日～至：2011 年 3 月 31 日) 

【収入】   【支出】  (単位：円) 

項目 金額 備考 項目 金額 備考 

寄附金 177,513  39件 物品費 93,073 
炊き出し食材費（越年越冬）・下着・蚊取り

線香・カイロ・医薬品・コーヒー等 

助成金 228,000 

NHK歳末たすけあい義援金200,000円/兵

庫県社会福祉協議会（県民ボランタリー

活動助成）28,000円 

車両費 42,700 燃料費・車両賃借費・駐車料等 

     印刷製本費 122,062 活動報告書印刷費 

   通信費 10,357 報告書発送費・振込手数料等 

   支払寄附金 50,000 神戸・冬の家の越年越冬活動に協賛 

      管理費 87,321 分室維持管理費、人件費等 

合計 405,513   合計 405,513   

 

寄附・寄贈報告 

（自：2011 年 2 月 1 日～至：2012 年 1 月 31 日、敬称略） 

 

青山幸 夫  東昌 宏  飯濱 玲子  井上 みち 子  伊藤 しげ 子  岩崎滋  岡 田有 生  

岡 本 祥 浩  お 遍 路 お ば さ ん  影 山 雅 子  柏 木 妙 子  片 山 恵  小 泉 浩  

後 藤 安 子  佐 伯 か お る  篠 崎 八 恵 子  鄭 秀 珠 ・ 下 田 隆 清 ・ 由 楽  内 藤 進 夫  

中 桐 寿 子  中 田 作 成  長 澤 毅  西 島 明 子  西 山 秀 樹  二 宮 百 合 子  

野々村耀  F R E E  H E L P  藤井（山本）かえ子  牧野哲  三浦啓子  三島孝子  

宮田洋子（北のコタン）  森崎武雄  守屋章子  吉田英三  米岡史之  渡辺順子 

 

金銭面、物資の形で多くの御寄附、御寄贈をいただきました。ありがとうございました。 

また、第 4 土曜の夜回り前に、美味しいお握りを握ってくれている山本容子さん、宮地京子さん、 

いつもありがとうございます。 

万が一お名前の漏れや記載間違い等ございましたら、当会へご一報いただけると幸いです。 

 

【編集後記】私は初めてここに来てから一年半位ですが編集作業に関わったのは今回が初めてです。何気なー

く報告書もらって読んでましたが、すごい時間かけて作ってるんだなーと作る方に参加して実感。普段の活動

中にはゆっくりと時間をとって感じたことを話す機会も文章化する機会もないので、報告書作成・編集会議は

とてもいい機会になっていて、とてもよかったです。そして編集作業は、東京竪川・荒川での強制排除があっ

たり、メンバーが国家試験やらで時間がなかったりでなかなか仕上げが終わらず…という感じでしたが、なん

とか無事完成。みなさんのご意見・ご感想、疑問などぜひお寄せください（西野） 

 

 ※今号の報告書は、「平成 23 年度 NHK 歳末助け合い義援金」の助成を受けてつくりました。 
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